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木曽川上流域の王滝川で再発見された魚類寄生虫ヤマメナガクビムシ 
Salmincola californiensisと宿主の同定
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Rediscovery of the salmonid parasite Salmincola californiensis (Crustacea: 
Copepoda: Lernaeopodidae) and identification of its host in the Ôtaki 

River, a tributary of the upper Kiso River, central Japan
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Abstract.　The Ôtaki River, a tributary of the upper Kiso River in central Japan, is the type 
locality of Salmincola yamame, a junior synonym of Salmincola californiensis, and is the 
southernmost locality of the species in Asia. A survey on the occurrence of S. californiensis 
parasitic on landlocked salmonids was conducted in the main stream and three tributaries 
(Kami-Kurosawa Stream, Nishino River, and Nakazawa River) of the Ôtaki River in June 
2017. Female specimens of S. californiensis were collected from amago Oncorhynchus 
masou ishikawae in the Kami-Kurosawa Stream. This represents a rediscovery of 
Salmincola californiensis from the Ôtaki River. Yamato charr Salvelinus leucomaenis 
japonicus were not infected. The host species in the original description of S. yamame was 
misidentified as “yamame, a landlocked form of Oncorhynchus masou” and should be 
corrected as amago O. masou ishikawae.
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木曽川上流域で再発見されたヤマメナガクビムシ

（要約 ）
　長野県の木曽川上流域にある王滝川は，ヤマメナガクビムシ Salmincola californiensis のアジアにおけ
る分布南限地であるとともに，本種の異名である Salmincola yamameのタイプ産地である．今回，王滝
川本流と 3支流（上黒沢，西野川，中沢川）でアマゴとヤマトイワナを採集し，本種の寄生状況を調べ
たところ，上黒沢で得たアマゴに本種の寄生を認めた．これは王滝川における本種の 64年ぶりの再発
見である．ヤマトイワナに本種の寄生は見られなかった．Salmincola yamameの記載時にヤマメと報告
された宿主名は誤りで，正しくはアマゴであることを示した．

はじめに

　ヤマメナガクビムシ Salmincola californiensis
（以下，本種）はナガクビムシ科カイアシ類の

1種であり（長澤・上野 , 2015），わが国を含
む北太平洋沿岸諸国に生息するサケ属魚類を
主な宿主とする寄生虫である（Kabata, 1969；
Nagasawa et al., 1987）．本種は鰓蓋内面，鰓腔
壁，鰓，口腔，まれに体表に寄生し（Hoshina 
& Suenaga, 1954；保科・西村 , 1976；西村・保
科 , 1977），顎脚先端にあるブラ（bulla）と称
される固着器を宿主組織に打ち込んで懸着す
る．ブラを挿入された宿主組織は増生し，本種
が接触する鰓葉先端部は変形して短くなるた
め，本種は宿主に悪影響を与えると考えられて
いる（Hoshina & Suenaga, 1954）．本種は野生魚
のみならず養殖魚にも寄生するため（保科・西
村，1976；西村・保科，1977），魚病学的に注
意を払うべき寄生虫である（中島 , 1975；長澤，
2006）．
　わが国で，本種は北海道・群馬県・長野県
産 ヤ マ メ Oncorhynchus masou masou（Hoshina 
& Suenaga, 1954；Kabata, 1969；保科・西村 , 
1976；Nagasawa & Urawa, 2002）と長野県産ニッ
コウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius（西
村・保科 , 1977；伝田・小川 , 2011）から記録
がある．特に長野県では，西部の木曽川上流域
の王滝川支流，末川の「ヤマメ」から得た標
本に基づいて，今は本種の異名となっている
Salmincola yamameが新種記載された（Hoshina 
& Suenaga,1954）．その記載論文では，末川の
ほかに，王滝川の本流と支流（鰔川，瀬戸川，

西野川）に加えて，同県中部の木曽川上流域の
笹川にも S. yamameが分布することが示された．
その後，保科・西村（1976）は，木曽川産宿主
は「ヤマメ」ではなく「アマゴ」であった可能
性を指摘したものの，検証には至らなかった．
木曽川上流域はアジアにおける本種の分布南限
地であるとともに，S. yamameのタイプ産地と
して，種の保全および生物地理学上極めて重要
な地域である．しかし，本種が S. yamameとし
て記載された 1954年以降，この地域で本種に
関する調査は行われていない．
　本研究は，こうした背景のもと，近年，情報
をまったく欠いている木曽川上流域における本
種の生息状況を調べ，本種の宿主が「ヤマメ」
か「アマゴ」であるかを明らかにするために行
われた．その結果，本種を木曽川上流域で 64
年ぶりに再発見するとともに，宿主をアマゴに
同定したので報告する．

材料と方法

　2017年 6月 20日に長野県南西部を流れる木
曽川上流域の支流，王滝川で魚類の採集を行っ
た．採集場所は，王滝川の本流（王滝村滝越，
標高 1055 m），支流の上黒沢（王滝村滝越，標
高 1075 m），西野川（木曽町栩山，標高 805 m），
中沢川（木曽町川合，標高 785 m）の 4か所で
ある．電気ショッカーとタモ網を用いて魚類を
採集後，直ちに種を同定して全長（TL）を測
定し，鰓腔部を開いて本種の寄生の有無を調べ
た．寄生を認めた場合には，寄生魚を保冷して
長野県水産試験場に運んだ．非寄生魚は，他寄
生虫の検査に供する若干個体を確保後，残りの
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個体を採集場所に放流した．長野県水産試験場
では寄生部位を記録後，本種を採集し形態観察
用と遺伝子分析用にそれぞれ 70%および 99.5%
エタノール液で固定・保存した．70%エタノー
ル液で保存した標本はHoshina & Suenaga（1954）
と Kabata（1969）に基づいてヤマメナガクビム
シに同定した．この標本は，現在進行中の日本
産ヤマメナガクビムシ Salmincola属の分類学的
研究で使用されており，研究終了後に茨城県つ
くば市にある国立科学博物館筑波研究施設に収
蔵される予定である．本論文で用いる魚類の学
名と和名は中坊（2013）に従った．

結　果

　王滝川本支流 4か所で採集したサケ科魚類
は合計 149尾で，それらはアマゴ Oncorhyn-
chus masou ishikawaeかヤマトイワナ Salvelinus 
leucomaenis japonicusのいずれかに同定された．
アマゴは王滝川本流を除く 3か所で 71尾，ヤ
マトイワナは全 4か所で 78尾が採集された．
　本種は，上黒沢産アマゴ 1尾（244 mm TL）
に寄生していた．上黒沢ではアマゴが他に 3尾
（55–174 mm TL）採集され，本種の寄生率は

25.0%であった．寄生数は 3個体で，2個体が
鰓蓋内面，1個体が鰓腔壁に寄生していた．採
集されたのは雌で，2個体は卵嚢を有していた
（Fig. 1）．その外部形態を簡潔に記すと，頭胸
部は深いくびれによって胴部と区別される．頭
胸部の先端部は前方に突出，両側面は丸く膨ら
む．胴部は卵形，その後端に一対の卵嚢が縣着
する．頭胸部後端付近から一対の顎脚が前方に
伸び，先端で合してブラに続く．卵嚢を含まな
い体長は 4.0–4.1 mm．
　上黒沢を除く他 2か所で採集したアマゴ 67
尾（西野川 24尾［83–132 mm TL］，中沢川 43
尾［62–210 mm TL］），全 4か所で採集したヤ
マトイワナ 78尾（王滝川本流 1尾［195 mm 
TL］，上黒沢 41尾［45–342 mm TL］，西野川
6尾［179–220 mm TL］，中沢川 30尾［53–253 
mm TL］）に本種の寄生は見られなかった．

考　察

　本研究において，長野県木曽川上流域の王滝
川の支流，上黒沢で採集したアマゴに本種が寄
生していることを確認した．これは，Hoshina 
& Suenaga（1954）が王滝川の支流，末川産
「ヤマメ」から標本を用いて本種の異名である

Salmincola yamameを新種記載して以来，64年
ぶりの最発見である．このような場合，本来な
らば S. yamameのタイプ標本と今回採集された
標本の形態を観察して同定を行うべきである．

c

m
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e

b

Fig. 1.　Salmincola californiensis，adult female, from 
amago Oncorhynchus masou ishikawae in the 
Kami-Kurosawa Stream, a tributary of the Ôtaki 
River, Nagano Prefecture, central Japan. Alcohol-
preserved specimen, ventrolateral view. b, bulla; 
c, cephalothorax; e, egg sac; m, maxilla; t, trunk. 
Scale bar: 2 mm.
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しかし，タイプ標本の所在は不明で入手できな
かったため，そのような観察はできなかった．
今回得た標本は，現在，他のサケ科魚類から採
集された標本とともに，本種を含む日本産ヤマ
メナガクビムシ属カイアシ類の形態分類・分子
生物学的研究に供され，詳細な形態学的特徴や
他種との比較に関する研究が行われており，成
果は後日報告される予定である．
　本種の宿主に関して，Hoshina & Suenaga
（1954） は「yamame, a landlocked form Oncorhyn-

chus masou (Brevoort)と述べ「ヤマメ」であっ
たと報告した．その後，保科・西村（1976）は
「採集地は長野県木曽川水系であって，通常
ヤマメは分布しない地域」であり「アマゴ O. 
rhodurus var. macrostomus (Günther)の可能性が
ある．しかし，事故により，現在標本が失わ
れており確かめ得ない」と述べ，S. yamameの
宿主名に疑義を示したが，宿主の同定に関する
課題は解決されなかった．今回，筆者らが王滝
川本支流の 4か所で採集したサケ科魚類は 2種
で，アマゴとヤマトイワナであった．このうち，
Hoshina & Suenaga（1954）が報告した「ヤマメ」
に該当するのはアマゴであり，実際，上黒沢産
アマゴに本種の寄生を確認した．また，従来か
らこの水域にはヤマメではなくアマゴが生息す
ることが知られ（大島 , 1957），近年行われた
王滝川の魚類相調査でもヤマメではなくアマゴ
が採集された（北野ら，2005）．これらの事実
に基づけば，Hoshina & Suenaga（1954）が報告
した「ヤマメ」は明らかに誤りであり，アマゴ
に訂正されるべきである．
　本種は，北太平洋沿岸諸国（米国，カナダ，
ロシア，日本）に生息するサケ属魚類を主な
宿主とする寄生虫である（Kabata, 1969；Gusev, 
1987；Shedko et al., 2005）．本種は亜寒帯域を
中心とした地域に分布しており，木曽川上流域
はアジアにおける分布南限地である．Hoshina 
& Suenaga（1954：text-fig. 4）は，本種の分布
地として，王滝川本流と流入河川（鰔川，瀬戸
川），支流の西野川と流入する末川（タイプ産

地），またそれらとは少し離れた笹川を図示し
た．その図に基づけば，本種は王滝川の広い水
域に分布していると推測されたが，今回，筆者
らが調査した王滝川本支流の 4か所では僅かに
1か所で分布が確認されたのみであった．これ
は，過去 60数年間に本種の分布域が縮小した
ことを示すのかも知れない．先に記したように，
木曽川上流域はアジアにおける本種の分布南限
地であると同時に，S. yamameのタイプ産地で
あり，本種の保全また生物地理学上極めて重要
な地域である．今後，この地域における本種の
分布とアマゴにおける寄生状況に関する広範な
調査が望まれる．
　最後に，同じ長野県内でも信濃川水系の中津
川の支流，小赤沢と雑魚川産ニッコウイワナに
寄生する本種について付記する．上記したよう
に，王滝川では本種はアマゴのみに寄生し，ヤ
マトイワナには寄生しない．一方，小赤沢と雑
魚川では本種はヤマトイワナに近縁なニッコウ
イワナ（原著ではイワナ）に寄生する（西村・
保科，1977；伝田・小川 , 2011）．アマゴはサケ属，
ヤマトイワナとニッコウイワナはともにイワナ
属に属するサケ科魚類である．すなわち，長野
県内の異なった水系で，本種の宿主は属レベル
で異なっている．今後は小赤沢・雑魚川産本種
の同定結果を再検討するとともに，感染実験等
によって宿主選択性の差に関与する要因を明ら
かにすることが必要である．
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